
特集	2015世界YWCA総会ニュース
	
4-5面	戦後70年目のクリスマスメッセージ
6面	 	 支援とは何か？
7面	 	 中国YWCAへの介護支援事業10周年

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
同
等
な
否
定
に
関
す

る
決
議
③
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
決
議
が
採

択
さ
れ
た
。
ま
た
、
緊
急
の
課
題
に
対
す
る

「
ア
ク
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け
」
と
し
て
、「
若
い

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
に
よ
る
提
案
「
ユ

ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
方
針
の
構
築
」
の

ほ
か
、「
中
東
地
域
に
人
権
基
準
を
構
築
し
、

安
保
理
決
議
1
3
2
5
号
を
実
施
す
る
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
、「
売
買
春
、
人
身
売
買
、

性
的
搾
取
、『
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
』
そ
れ
ぞ

れ
に
関
す
る
世
界
Y
W
C
A
の
解
釈
・
立
場

を
次
回
総
会
で
確
認
す
る
こ
と
」
を
取
り
決

め
た
。

運
営
委
員
選
挙
で
は
30
歳
以
下
が
躍
進

日
本
Y
W
C
A
が
擁
立
し
た
候
補
者
は
惜

し
く
も
当
選
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
特
筆
す

べ
き
は
運
営
委
員
の
60
％
を
30
歳
以
下
の
若

い
女
性
が
占
め
た
こ
と
。「
2
0
3
5
年
に
は
、

運
営
委
員
の
50
％
を
若
い
女
性
に
」
と
い
う

目
標
が
早
く
も
今
回
で
実
現
し
た
。

30
歳
以
下
の
女
性
が
集
結

「
若
い
女
性
の
『
た
め
の
』
運
動
で
は
な
く
、

若
い
女
性『
に
よ
る
』運
動
」
と
い
う
目
標
の

も
と
、
本
会
議
前
に
、30
歳
以
下
限
定
の

「
若
い
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
た
。

5
人
の
日
本
Y
W
C
A
の
ユ
ー
ス
を
は
じ
め

60
カ
国
以
上
の
ユ
ー
ス
が
集
い
、「
2
0
3
5

年
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
、
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の

実
施
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

新
た
に
2
カ
国
が
加
盟

現
在
1
2
0
カ
国
以
上
で
活
動
す
る
世
界

Y
W
C
A
に
、
新
た
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
正
式

加
盟
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
準
加
盟
が
承
認

さ
れ
た
。
両
Y
W
C
A
の
代
表
は
壇
上
で
参

加
者
か
ら
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
、
加
盟
証

明
書
を
受
け
取
っ
た
。

「
2
0
3
5
年
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」を
構
築

本
総
会
の
大
き
な
特
徴
は
「
2
0
3
5
年

へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
。

20
年
後
に
目
指
す
べ
き
世
界
と
Y
W
C
A
の

あ
り
方
を
め
ぐ
る
協
議
が
会
期
中
を
通
し
て

行
わ
れ
た
。

　
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

に
関
す
る
全
体
会
議
で
は
、
京
都
Y
W
C
A

の
ユ
ー
ス
が
登
壇
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職
員

と
し
て
の
経
験
か
ら
、
現
状
の
課
題
と
多
世

代
に
よ
る
協
働
の
あ
り
方
を
提
言
し
、
多
く

の
共
感
を
得
て
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
重
ね
て
、
最
終
日
に

世
界
Y
W
C
A
の
共
通
目
標
が
文
書
の
形
で

採
択
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
喝
采
が
沸
き
起

こ
っ
た
。『
変
革
を
も
た
ら
す
大
胆
な
目
標
』

と
題
さ
れ
た
主
題
文
を
紹
介
す
る
。

　
「
2
0
3
5
年
に
は
、
1
億
人
の
若
い
女
性

と
少
女
が
、
正
義
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
、
暴
力
・
戦
争
の
な
い
世
界
を
つ
く
る
た

め
権
力
構
造
を
変
革
し
、
す
べ
て
の
女
性
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
持
続
可
能
な
Y
W
C
A

運
動
を
先
導
し
ま
す
。」

　

ま
た
、
よ
り
具
体
的
な
道
筋
と
し
て
、

2
0
1
6
年
か
ら
4
年
間
の
「Strategic 

Fram
ew

ork

（
計
画
と
方
策
の
枠
組
み
）」

が
示
さ
れ
た
。

3
つ
の
決
議
と
ア
ク
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け

総
会
決
議
で
は
①
世
界
Y
W
C
A
の
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
計
画
に
関
す
る
決
議
②
核
兵
器
と

拍手で迎えられて入場する日本YWCA

女性への暴力反対キャンペーンのため、黒服でポーズをとる参加者

2015

世界YWCA総会
ニュース
世界に広がりを持つYWCAの4年に1度の総会が、10月9日
から16日までの8日間にわたってタイ・バンコクで開催され、
70カ国以上約500人の仲間が一堂に介した。日本YWCAの
参加者15人は、多くの関係者による長年の準備を結実させた。
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クリスマス募金2015
災害・紛争下にある女性と子どもたちのために

平和や命を脅かされている女性や子どもたちのために、下記項目
のクリスマス募金を呼びかけます。皆様のご協力を心よりお願い
申し上げます。

インターネットでも受付ています
http://kessai.canpan.info/org/

ywcaofjapan/

寄付項目

お振込み先

郵便振替 00170-7-23723
加入者名 公益財団法人 日本YWCA
通信欄に「クリスマス募金（オリーブの木）」「クリスマス募金（被災者支援）」「ク
リスマス募金（ピースメーカーズ）」のいずれかをお書きください

　オリーブの木キャンペーン募金
紛争が続くパレスチナの地に、平和の象徴であり、パレスチナの人々の生活の源
であるオリーブの木を贈ります。1口3,000円で１本の若木を植えることができま
す。 プレートに寄付者の名前が刻まれ、パレスチナから証明書が送付されるので、
通信欄に寄付者のお名前をローマ字表記で必ずご記入ください。

　東日本大震災被災者支援募金
被災地に暮らす子どもたちのために各地域のYWCAが企画する保養プログラム
や、保養のために家族で滞在できるセカンドハウスの事業、また福島の支援拠点

「カーロふくしま」を中心とした活動等、被災者の方々の心と体のケアのために使
われます。これから実施する冬休み、春休みの保養のためにも、さらなるご協力を。

　ピースメーカーズ募金
「平和を実現する人は幸いである」をテーマに、YWCAでは女性一人ひとりがピー
スメーカーとして平和を実現するための活動を展開しています。来春実施するプ
ログラム「南京を考える旅」など次世代に平和の種をまくためのプログラムや、
若い女性のリーダーシップ養成に用います。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費

鈴
木
恭
子　

石
原
清
美　

古
川
道
子

野
呂
幸
子　

芳
川
雅
美　

斎
藤
喜
子

森
田
矩
子　

田
中
倍
子　

村
松
幸
子

西
尾　

操　

鴨
打
美
葦　

松
本
幸
子

松
田
和
子　

水
野
雅
子　

渡
辺
園
子

乾　

康
子　

具
島
美
佐
子

富
田
な
お
み　

山
田
久
美
子

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金
（
平
和
を
創

り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
）

仁
田
裕
子　

中
村
安
子　

古
川
道
子

斎
藤
喜
子　

遠
藤
真
理　

手
島
千
景

橋
詰
弘
道　

川
村
英
男　

小
谷
佳
子

塩
田
純
子　

村
田
章
子　

上
代
ユ
リ

高
瀬
幸
子　

吉
本
元
次　

奥
田
京
子

渡
辺
園
子　

濱
口　

俊　

辻　

正
子

松
原
恵
美
子　

秋
山
有
美
子

波
多
野
春
子　

水
落
紀
世
子

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校　

生
徒
・
教

職
員
一
同

横
浜
共
立
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

目
白
聖
公
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
福
祉
会

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

古
川
道
子　

斎
藤
喜
子　

山
田
久
美
子

（
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

豊
福
久
恵　

倉
本
真
理　

倉
本
久
也

新
川
美
惠
子　

緒
方
美
智
子

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

御
幸
町
教
会

公
益
財
団
法
人
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

公
益

財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

柿
木
美
空　

角
井
桂
子　

野
呂
幸
子

斎
藤
喜
子　

天
野
直
子　

手
島
千
景

渡
部
マ
サ
子　

榎
本
み
つ
枝

（
パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
支
援
募
金
）

日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
女
性
委
員
会

世
界
祈
祷
日
集
会

ピ
ー
チ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金
）

仁
田
裕
子　

古
川
道
子　

河
津
百
合

斎
藤
喜
子　

伊
藤
悦
子　

森
田
矩
子

杉
山
知
子　

村
松
幸
子　

手
島
千
景

松
田
和
子　

俣
野
尚
子　

乾　

康
子

新
川
美
惠
子　

山
田
久
美
子

Mr
L
u
t
z 

D
r
e
s
h
e
r

株
式
会
社
サ
ン
・
ナ
カ
タ
ニ

匿
名

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

匿
名

（
２
０
１
５
年
8
月
16
日
～
2
0
1
5
年

10
月
15
日
現
在 

敬
称
略
）

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１５
（1） ・非核・非暴力により平和を実現する
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　

（２） 女性と子どもの権利をまもる
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する
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り
に
中
国
Y
W
C
A
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
。日
本
Y
W
C
A
と
共
に
食
卓
を
囲
ん
で
親
睦
を

深
め
た
。
ま
た
、
日
本
Y
W
C
A
と
韓
国
Y
W
C
A

も
会
食
を
し
て
交
わ
り
を
持
つ
な
ど
、
前
回
大
会

よ
り
も
さ
ら
に
ア
ジ
ア
と
の
繋
が
り
を
強
化
で
き

た
。
次
回
の
世
界
総
会
は
2
0
1
9
年
に
南
ア
フ

リ
カ
で
開
催
。
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

「
正
義
あ
る
平
和
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

今
回
の
世
界
Y
W
C
A
総
会
で
、
日
本
Y
W
C
A

は
、
核
問
題
・
基
地
問
題
の
「
女
性
へ
の
暴
力
」

と
し
て
の
側
面
や
憲
法
9
条
の
重
要
性
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
世
界
の
中
で
も
「
正
義
あ
る
平
和
」

に
つ
い
て
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
持
つ

Y
W
C
A
と
し
て
存
在
感
を
示
し
た
。
世
界
の

Y
W
C
A
の
仲
間
た
ち
と
確
認
し
合
っ
た
「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
で
持
続
可
能
な
運
動
」
を
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
で
強
め
、
こ
れ
か
ら
の
20
年
も
、
変
化
す

る
世
界
に
対
応
し
て
女
性
と
少
女
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
Y
W
C
A
で
あ
り
続
け
た
い
。

日
本
Y
W
C
A
職
員　

小
笠
原
純
恵

核
と
軍
事
基
地
の
問
題
を
訴
え
る

　

韓
国
Y
W
C
A
と
共
催
し
た
「
核
問
題
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
広
島
・
長
崎
の
原

爆
被
害
と
現
在
の
福
島
の
状
況
を
共
有
し
、
核
問

題
に
関
す
る
日
本
と
韓
国
Y
W
C
A
の
活
動
を
紹

介
。
核
兵
器
・
原
子
力
発
電
が
「
女
性
へ
の
暴
力
」

で
あ
る
こ
と
を
訴
求
し
、
韓
国
Y
W
C
A
と
共
同

提
出
し
た
決
議
案
へ
の
支
持
を

求
め
た
。「
軍
事
基
地
問
題
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で

は
、
動
画
や
年
表
を
用
い
て
基

地
問
題
を
説
明
。
こ
の
問
題
が

「
軍
事
基
地
に
お
け
る
女
性
へ

の
暴
力
」
と
い
う
世
界
共
通
の

課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

最
後
に
、
各
国
の
仲
間
と
互
い

の
文
化
や
民
族
の
交
わ
り
、
課

題
の
分
か
ち
合
い
を
祝
し
て
沖

縄
の
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
っ
て

絆
を
深
め
た
。

平
和
を
願
う
ア
イ
テ
ム
を
配
布

会
場
に
は
各
国
の
品
々
を
展
示
販
売
す
る
ブ
ー

ス
が
お
目
見
え
。
戦
後
70
年
を
踏
ま
え
た
日
本

Y
W
C
A
の
ブ
ー
ス
で
は
、
広
島
に
寄
せ
ら
れ
た

千
羽
鶴
を
利
用
し
た
再
生
紙
を
使
っ
た
カ
ー
ド
に

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

添
え
て
配
布
し
た
。
ま
た
、
世
界
総
会
の
た
め
に

作
成
し
た
、
憲
法
9
条
の
英
訳
を
記
し
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
も
注
目
を
集
め
た
。

長
年
の
祈
り
を
込
め
た
決
議
案
が
採
択
！

日
本
Y
W
C
A
は
「
核
兵
器
と
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
同
等
な
否
定
」
に
関
す
る
決
議
案
を
韓
国

Y
W
C
A
と
共
同
で
提
出
。
本
会
議
で
の
提
案
・

協
議
・
採
決
を
経
て
、
最
終
日
の
採
決
で
80
％
の

賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
は
、

1
9
7
0
年
に
日
本
Y
W
C
A
が
打
ち
出
し
た

「『
核
』
否
定
の
思
想
」
に
基
づ
い
た
も
の
だ
。
そ

れ
が
世
界
Y
W
C
A
全
体
の
事
柄
と
し
て
決
議
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
進
展
と
い
え
る
。

決
議
本
文

世
界
Y
W
C
A
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
医

療
目
的
を
除
く
）
と
核
兵
器
が
、
女
性
・
若
い
女

性
お
よ
び
少
女
の
安
全
・
健
康
・
尊
厳
お
よ
び
暴

力
か
ら
の
自
由
を
脅
か
す
「
女
性
へ
の
暴
力
」
の

一
形
態
で
あ
る
、
と
い
う
性
質
に
よ
っ
て
表
裏
一

体
の
存
在
で
あ
り
、
共
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
以
下
の
こ
と
を
決
意
す
る
。

 

・ 	 

核
兵
器
お
よ
び
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
医
療
目

的
を
除
く
）
の
使
用
に
反
対
す
る
声
を
あ
げ
る

こ
と
。

 
・	 

持
続
可
能
な
平
和
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
求
め
る
国
連
安
保
理
決
議
1
3
2
5

号
に
沿
う
形
で
、
女
性
が
よ
り
大
き
な
役
割
を

持
つ
、
原
子
力
に
頼
ら
な
い
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
。

ア
ジ
ア
の
Y
W
C
A
と
共
に

1
9
4
7
年
の
世
界
総
会
以
来
、
実
に
68
年
ぶ

私も一歩踏み出したい！

同世代の若い女性たちとの交流を通
して最も強く感じたことは、「私たち女
性は、もっと自分の可能性を信じ、輝
いてよいのだ！」ということです。世
界中から集まる若いYWCAメンバーは、
とても活発で盛り上げ上手。そんな彼
女たちを見て、今の社会は未だ女性の
力を発揮しづらい構造であり、自分た
ちに可能性があることを気づくことす
ら難しい状態であると感じました。私
も「一歩踏み出したい！」そう勇気づ
けられました。

京都YWCA運営委員　伊原千晶

＊

これから私たちが築いていく

「若い女性フォーラム」は若いパワ
ーに溢れていました！ジェンダー差別
に関するディスカッションでは、韓国・
中国・台湾ユースと共に、職場におけ
る女性のリーダーポジションの問題を
共有し、差別に対抗するためには

「Voice」「Choice」「Safety」が重要だ
と確認しました。夜には伝統衣装で歌
い踊って互いの文化に触れました。本
当に豊かな時を分かち合い「私たちが
これからのYWCAを築いていくのだ」
とコネクションを強め合う機会となり
ました。

東京YWCA運営委員　藤原聖帆

＊

若いリーダーたちにリスペクト

たくさんの刺激を受けた10日間でし
た。同世代の女性たちとディスカッシ
ョンする時間が多く、お互いの問題を
シェアし、アイディアを出し合うこと
ができました。総会では、本会議や投

票、ワークショップなど
貴重な機会を逃すまい
と全力で聞き、考え、
一方で自分の限界に
もどかしい思いも
多 あ々りました。世
界の若いリーダーた
ちを目の当たりにし、それぞ
れとてもリスペクトしつつ、私もしっ
かりしなければ！と思わされました。

東京YWCA　吉田夏子

＊

認識の差を思い知った

プログラムの中で最も印象に残って
いるのは、「ジェンダー平等の達成」
について、地域別に行ったディスカッ
ションでした。自分と同世代の東アジ
ア（台湾、韓国、中国、日本）の女性
たちとの議論の中で、「徴兵制がある
韓国では、男性だけに兵役義務がある
限り、ジェンダー平等は達成できない。
だからこそ、女性にも兵役義務を課す
べきだ」との意見が上がり、徴兵制に
対する日本人との認識の差を思い知ら
されました。

沖縄YWCA　砂川真紀

＊

課題を乗り越える仲間を得た

　「アイデンティティとメンバーシップ」の
セッションで、地域YWCAでの経験に
基づいた「クリスチャンとノンクリス
チャン、職員と会員、ユースとシニア
が集まるYWCAにおいて、真にインク
ルーシブな一つの『運動』をどう作る
のか」という問いかけをさせていただ
きました。「私たちも似た課題を抱えて
いる」といった声を各地の方からいた
だき、国境を超えて課題を一緒に乗り
越えていくための仲間が得られたこと
を嬉しく思いました。

京都YWCA職員　堀部碧

28th World YWCA Council

日本YWCA
「正義ある平和」を
強くアピール

日本YWCAからの参加者たち

地図を用いた核問題のワークショップ

Voice
28th World YWCA Council

たくさんの出会いに感謝！

ユース参加者の声

伊原千晶さんと
ベニンのユース

＊

左から藤原聖帆さん、吉田夏子さん、世界YWCA総幹事ニャラザイ・
グンボンズバンダさん、砂川真紀さん

堀部碧さん

＊

展示販売ブースでは平和を願うアイテムを配布

ビジョンを語る運営委員候補者たち
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彼
ら
に
は
泊
ま
る
場
所
が
な
か
っ
た

今
年
も
12
月
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

聖
書
に
書
か
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
物
語
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
ス

の
父
ヨ
セ
フ
と
母
マ
リ
ア
は
ナ
ザ
レ
と
い
う
町
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
が
、
出
産
を
前
に
遠
く
の
町
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ま

で
旅
を
し
ま
す
。
長
旅
の
果
て
に
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
到
着
し

た
二
人
に
は
、
宿
泊
す
る
宿
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
リ
ア
は
、

粗
末
な
家
畜
小
屋
を
借
り
て
出
産
し
ま
す
。
こ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
救
い
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
す
。
さ
て
、
ナ
ザ
レ

か
ら
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ま
で
お
お
よ
そ
２
０
０
㎞
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
荒
野
で
す
。
な
ぜ
出
産
を
控
え
た
身
で
危
険
な
旅

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
を
支
配

し
て
い
た
ロ
ー
マ
皇
帝
が
全
て
の
民
に
住
民
登
録
を
命
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

日
本
は
、
今
年
戦
後
70
年
。
長
い
「
平
和
な
時
代
」

が
続
き
、
日
本
人
の
大
部
分
が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
歴
史
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、

今
ま
で
沈
黙
し
て
い
た
人
も
含
め
て
多
く
の
人
が
悲
惨
な

戦
争
体
験
を
語
り
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
が
起
こ
し
た
戦
争
で
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
犠
牲

に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
が
忘
れ
ら
れ
、
歪
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
心
配
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
侵
略
戦
争
の
歴
史

を
伝
え
る
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
最
中
に
、
日
本
の
平
和
の
砦
で
あ
る
憲
法
が
無
視
さ

れ
、
安
全
保
障
関
連
法
案
と
い
う
名
の
一
連
の
法
案
が
強

行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
の
前
に
は
、
こ
の
法
案
が
日

本
を
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
た
め
の
「
戦
争
法
案
」
だ

と
反
対
す
る
人
々
が
連
日
集
ま
り
、
昼
も
夜
も
、
猛
暑
の

日
も
大
雨
の
日
も
反
対
集
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
こ
れ
ま
で
デ
モ
や
集
会
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
か

っ
た
若
者
や
、
幼
子
を
連
れ
た
母
親
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
の
住
む
札
幌
で
は
、
国
会
前
の
集
会

の
様
子
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
少
な
か
っ
た
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
国
民
の
声
を
押
え
こ
む
よ

う
な
不
気
味
な
力
を
感
じ
ま
す
。

札
幌
Y
W
C
A
は
今
年
、
創
立
65
年
に
な
り
ま
す
。
そ

の
活
動
を
長
年
支
え
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
方
が
こ
ん
な
話

を
さ
れ
ま
し
た
。「
教
会
の
友
に
誘
わ
れ
て
会
員
に
な
っ

た
と
き
、
Y
W
C
A
は
『
非
核
』『
護
憲
』
が
基
本
姿
勢

だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
教
会
で
の
奉
仕
が
中

心
だ
っ
た
主
婦
に
と
っ
て
新
鮮
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
福
島
原
発
の
事
故
を
知
り
、
憲
法
が
無
視
さ
れ

た
た
め
で
し
た
。
住
民
登
録
は
、
徴
税
や
徴
兵
の
た
め
に

支
配
地
の
住
民
を
管
理
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
出
身
地
で

行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
時
の

ロ
ー
マ
帝
国
は
、
歴
史
上
「
ロ
ー
マ
の
平
和
」
と
呼
ば
れ

る
安
定
し
た
時
代
で
し
た
。
た
だ
し
こ
の
「
平
和
」
は
、

強
大
な
軍
事
力
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
権
力

の
頂
点
に
い
た
の
が
皇
帝
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
の
片
隅
に
住
む

ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
で
さ
え
、
皇
帝
の
命
令
一
つ
で
理
不
尽

な
旅
を
強
制
さ
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
人
々
が
自
分
の
意
に
反
し
、
大
き
な
権
力

に
よ
っ
て
旅
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
病
を
負
っ
て
い
る
、

高
齢
で
あ
る
と
い
っ
た
一
人
一
人
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
旅
先
で
の
安
全
な
滞
在
場
所
さ
え
備
え
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
、
世
界
中
の
人
が
心
を
痛
め
た
一
枚
の
写
真
を
思

い
出
し
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
戦
時
下
の
シ
リ
ア
を
逃
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ざ
し
て
海
を
渡
っ
た
幼
子
の
写
真
で
す
。

粗
末
な
舟
が
転
覆
し
て
母
子
と
も
に
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

幼
子
が
平
和
な
生
活
を
求
め
、
決
死
の
旅
立
ち
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
理
不
尽
さ
を
思
い
ま
す
。
世
界
中
で
、
故

郷
を
追
わ
れ
た
多
く
の
人
々
が
、
今
こ
の
時
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
場
所
を
求
め
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で

も
、
東
日
本
大
震
災
後
に
仮
住
宅
で
暮
ら
す
人
々
、
東
京

電
力
福
島
原
発
の
事
故
の
た
め
に
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
た

ち
、
不
本
意
な
旅
を
強
い
ら
れ
る
多
く
の
人
々
が
、
今
年

も
旅
先
で
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
国
内
の

原
子
力
発
電
所
が
次
々
に
再
稼
働
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

新
た
に
生
活
の
場
を
脅
か
さ
れ
る
人
た
ち
が
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
の
時
も
、

故
郷
を
追
わ
れ
た
人
々
が
安
住
の
場
所
を
求
め
続
け
て
い
る
。

他
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
平
和
を
求
め
て
声
を
あ
げ
、

行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

戦
後
70
年
、
か
つ
て
な
い
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
た
こ
の
国
で
、

希
望
の
光
を
示
す
べ
く
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
。

そ
の
こ
ろ
、
マ
リ
ア
は
出
か
け
て
、
急
い
で

山
里
に
向
か
い
、
ユ
ダ
の
町
に
行
っ
た
。
そ

し
て
、
ザ
カ
リ
ア
の
家
に
入
っ
て
エ
リ
サ
ベ

ト
に
挨
拶
し
た
。

	

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
1
章
39
節
～
40
節
）

　

天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
「
あ
な
た
は
身
ご
も
っ
て
男

の
子
を
産
む
」
と
い
う
、
途
方
も
な
い
予
告
を
受
け
た

未
婚
の
マ
リ
ア
は
、「
あ
な
た
の
親
類
の
エ
リ
サ
ベ
ト

も
、年
を
と
っ
て
い
る
が
、男
の
子
を
身
ご
も
っ
て
い
る
」

と
も
聞
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
マ
リ
ア
は
急
い
で
、
そ

う
で
す
「
急
い
で
」
エ
リ
サ
ベ
ト
の
住
む
ユ
ダ
の
町
へ

と
出
か
け
ま
す
。
マ
リ
ア
の
鼓
動
が
聴
こ
え
る
よ
う
で

す
。「
本
当
か
し
ら
、
天
使
の
言
っ
た
こ
と
は
？　

あ
の

エ
リ
サ
ベ
ト
が
？
」。

　

天
使
が
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
目
で
確
か
め
た
マ
リ
ア

は
、
エ
リ
サ
ベ
ト
の
も
と
に
3
カ
月
ほ
ど
滞
在
し
ま
す
。

身
ご
も
っ
た
2
人
は
何
を
語
り
、
ど
ん
な
声
で
泣
き
、

笑
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
エ
リ
サ
ベ
ト
と
過
ご
し
た
時
間

が
、
エ
リ
サ
ベ
ト
の
存
在
が
、
後
に
神
の
母
と
な
る
マ

リ
ア
に
ど
れ
ほ
ど
大
切
で
あ
り
、
必
要
で
あ
り
、
大
き

な
支
え
で
あ
っ
た
こ
と
か
！　

　

私
た
ち
が
岐
路
に
立
っ
た
と
き
、
悲
し
み
の
中
に
、

喜
び
の
中
に
あ
っ
た
と
き
、私
た
ち
に
も「
エ
リ
サ
ベ
ト
」

を
訪
ね
、
と
も
に
語
り
合
う
時
間
を
与
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
の
季
節
、
ほ
ん
の
少

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
作
っ
て
、
あ
な
た
の
「
エ

リ
サ
ベ
ト
」
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

今
ま

で
の
あ
な
た
の
旅
路
で
、
ど
ん
な
時
に
、
ど
ん
な
所
で
、

神
さ
ま
は
あ
な
た
の
「
エ
リ
サ
ベ
ト
」
を
送
っ
て
く
だ

さ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

景
山　

恭
子

米
国
聖
公
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
区

る
状
況
に
な
り
、
こ
の
二
つ
が
ど
ん
な
に
大
事
な
こ
と
か

よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
。

札
幌
Y
W
C
A
は
長
き
に
わ
た
り
「
原
発
反
対
」、「
平

和
憲
法
を
守
る
」
を
活
動
項
目
に
掲
げ
て
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
ほ
ど
平
和
憲
法
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
共
に
立
つ

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
暗
い
夜
に
も
希
望
の
光
が
輝
く
こ
と

を
象
徴
的
に
教
え
て
く
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
日
で
す
。

イ
エ
ス
が
誕
生
し
た
夜
、「
恐
れ
る
な
。
わ
た
し
は
、
民

全
体
に
与
え
ら
れ
る
大
き
な
喜
び
を
告
げ
る
。」
と
い
う

天
か
ら
の
声
を
聞
い
た
の
は
、
荒
野
で
寝
ず
の
番
を
す
る

羊
飼
い
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
当
時
の
社
会
の
中
で
は
小

さ
な
存
在
で
、
日
々
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
す
る
人
た
ち
で

し
た
。
し
か
し
、
天
か
ら
の
声
を
聞
く
と
す
ぐ
に
立
っ
て

家
畜
小
屋
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
会
い
に
出
か
け
た
の

で
す
。

今
年
、
日
本
の
各
地
で
一
般
市
民
が
勇
気
を
も
っ
て
声

を
上
げ
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
札
幌
の
町
で
も
「
子

ど
も
を
戦
場
に
送
ら
な
い
た
め
に
」「
平
和
な
日
本
を
守

る
た
め
に
」
と
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
な
発
言
を
し
た
こ
と

の
な
い
人
た
ち
が
諦
め
ず
に
声
を
上
げ
続
け
て
い
ま
す
。

戦
後
71
年
を
絶
望
の
時
代
の
始
ま
り
と
し
な
い
よ
う
に
、

私
た
ち
も
、
各
地
で
立
ち
上
が
っ
た
様
々
な
人
た
ち
の
声

に
耳
を
傾
け
、
共
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
人
の
生
き
る
権
利
が
守
ら
れ

る
、
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
。

札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
長
・

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
真
駒
内
教
会
牧
師

田
中
真
希
子

戦
後
70
年
目
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
寄
せ
て

聞
け
、

天
の
声
と
民
の
声
を
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介護支援を通して
中国YWCAと培った絆

心
と
体
の
手
入
れ
は
自
分
自
身
で

患
者
は
医
師
を
頼
り
き
り
、
医
師
は
一
方
的
に

薬
を
与
え
る
…
…
こ
の
繰
り
返
し
は
本
当
の
ケ
ア

と
い
え
る
だ
ろ
う
か
？　

看
護
師
時
代
に
抱
い
た

疑
問
を
き
っ
か
け
に
出
村
さ
ん
は
長
年
、
ケ
ア
す

る
側
と
さ
れ
る
側
の
関
係
に
つい
て
考
え
て
き
た
。　　

人
間
の
心
と
身
体
は
、
神
様
か
ら
預
か
っ
た

「
庭
」
の
よ
う
な
も
の
。
自
宅
の
庭
を
手
入
れ
す

る
よ
う
に
、
自
分
の
心
身
の
ケ
ア
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
庭
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、
雑

草
が
生
え
た
ら
抜
き
、
必
要
・
不
要
を
整
理
す
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
同
じ
よ
う
に
心
と
身
体
に

も
、
手
入
れ
や
整
理
が
必
要
だ
と
言
う
。
自
分
で

手
入
れ
が
出
来
な
い
方
に
対
し
て
は
、
手
伝
い
が

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
心
と
身
体
は
そ
の
人
の

も
の
、
い
つ
ま
で
も
雑
草
を
抜
い
て
あ
げ
る
、
薬

を
ま
い
て
あ
げ
る
、
守
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
姿
勢

は
、
決
し
て
そ
の
方
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。
で

き
る
こ
と
ま
で
取
り
上
げ
て
は
、
本
人
の
力
を
奪

う
こ
と
に
な
る
。

一
方
的
な
支
援
が
疲
弊
を
招
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も
同
じ
視
点
で
捉
え
る

出村由利子
Yuriko Demura

p r o f i l e

看護師
札幌医科大学大学院看護学
科修了。精神看護専門の看護
師として海外で実践を積み、
現在、旭川大学短期大学部に
勤務。ほかにも複数の教育機
関で認知症ケア、終末期看護
などを教える。

同
じ
視
点
に
立
ち
共
に
悩
む

被
災
者
支
援
は
、「
答
え
が
な
い
こ
と
に
悩
ん

で
い
る
人
に
対
す
る
支
援
」
で
あ
る
。
人
は
「
こ

う
す
れ
ば
、
こ
う
な
る
」
と
い
う
合
理
的
な
答
え

に
目
が
向
き
が
ち
だ
。
し
か
し
、
支
援
を
続
け
る

と
い
う
こ
と
は
、「
答
え
が
な
い
こ
と
に
悩
ん
で
い

る
人
が
見
つ
め
る
方
向
を
、
一
緒
に
見
つ
め
る
横

並
び
の
姿
勢
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
、
共
に
苦
し
む
神
で
あ
る
。
同
じ
よ

う
に
支
援
者
も
共
に
悩
み
、
苦
し
み
を
分
か
ち
合

う
姿
勢
が
必
要
な
の
だ
。

　

考
え
て
も
答
え
が
出
な
い
時
は
、
そ
の
都
度
、

原
点
に
戻
れ
ば
疲
れ
な
い
。
迷
っ
た
時
に
、
立
ち

返
れ
る
拠
り
所
が
あ
れ
ば
強
み
に
な
る
。『
聖
書
』

は
そ
う
し
た
心
の
原
点
と
な
る
は
ず
だ
。
人
生
の

意
味
や
価
値
、
本
当
に
大
事
な
こ
と
を
自
分
の
内

に
持
つ
こ
と
で
、
形
や
結
果
に
惑
う
こ
と
な
く
、

な
す
べ
き
こ
と
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。

構
成
・
樅
山
の
ぞ
美

日
本
Y
W
C
A
東
日
本
大
震
災

被
災
者
支
援
担
当
職
員　

中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
への
介
護
支
援
事
業

10
年
の
歩
み

「
平
和
構
築
、
青
少
年
、
高
齢
者
問
題
で
の
交

流
を
！
」
と
い
う
中
国
Y
W
C
A
か
ら
の
働
き
か

け
が
契
機
と
な
り
、
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
は
１
０
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
の
高

齢
者
介
護
事
業
を
担
う
中
核
と
な
る
職
員
養
成
に

協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

そ
の
頃
、
中
国
の
介
護
と
い
え
ば
、
家
族
や
住

み
込
み
の
家
政
婦
さ
ん
に
よ
る
介
護
が
主
流
で
、

少
し
で
も
専
門
性
の
あ
る
技

術
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
40
年
近

い
福
祉
専
門
職
養
成
実
績
の

あ
る
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学

校
に
北
京
と
天
津
か
ら
二
人

の
研
修
生
を
招
聘
。
ヘ
ル
パ

ー
2
級
相
当
の
科
目
を
は
じ

め
幅
広
い
研
修
を
実
施
し
た
。

通
訳
を
介
し
て
真
剣
に
授
業

を
受
け
る
二
人
の
姿
勢
に
、

私
た
ち
も
実
に
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
。
二
人
の
研
修
生

は
、
た
く
さ
ん
の
若
い
人
た

ち
、
し
か
も
男
性
も
元
気
に

学
ぶ
姿
に
驚
き
、
介
護
の
仕

事
の
必
要
性
と
大
変
さ
を
深

く
感
じ
て
、
帰
国
後
は
早
速

そ
れ
ぞ
れ
の
Y
W
C
A
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
養
成
を

始
め
た
そ
う
だ
。

他
方
で
、
北
京
に
て

2
0
0
4
年
に
第
1
回
研
修

を
実
施
。
現
地
の
介
護
状
況
や
課
題
を
確
認
し
、

2
0
0
6
年
第
2
回
研
修
時
に
は
、「
介
護
理
念

の
重
要
性
を
い
か
に
職
員
に
浸
透
さ
せ
る
か
、
理

念
な
き
技
術
は
専
門
職
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
見

失
う
」
と
い
う
指
針
を
繰
り
返
し
伝
え
た
。
さ
ら

に
中
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
2
0
0
8
年
に
は

介
護
職
員
を
養
成
す
る
指
導
者
の
た
め
の
研
修

（
於
・
杭
州
）
に
発
展
。
中
国
各
地
7
カ
所
の

Y
W
C
A
か
ら
、
17
名
の
参
加
者
を
得
た
。
研
修

の
成
果
を
直
ち
に
養
成
事
業
に
活
か
す
べ
く
懸
命

だ
っ
た
参
加
者
の
感
想
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

「
体
験
を
通
し
て
真
の
利
用
者
理
解
と
受
容
が

初
め
て
生
ま
れ
て
く
る
。
授
業
で
は
理
念
が
実
技

の
隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。」

「
先
生
方
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
オ
ム
ツ
で
排
尿

す
る
体
験
の
宿
題
、
グ
ル
ー
プ
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
毎
日
の
振
返
り
な
ど
の
指
導
方
法
は
私
に
と

っ
て
新
鮮
だ
っ
た
。
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
自

立
支
援
と
い
う
介
護
の
原
則
に
納
得
！
」

そ
し
て
昨
年
11
月
、
東
京
Y
W
C
A
で
は
、
5

年
ぶ
り
に
中
国
Y
W
C
A
か
ら
の
視
察
団
を
迎
え

た
。
福
祉
現
場
職
員
へ
の
研
修
事
業
を
行
う
ヒ
ュ

ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
講
義
、

板
橋
セ
ン
タ
ー
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
見
学
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
数
度
に
わ
た
る
視
察
団
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
若
い
団
員
た
ち
の
姿
に
、
か

の
地
で
若
い
層
が
専
門
職
と
し
て
着
実
に
育
っ
て

い
る
の
を
目
の
当
た
り
し
た
思
い
だ
っ
た
。
ま
た
、

中
国
の
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
介
護
事
業
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
専
門
学
校
の
教
育

が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
た
。

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
1
1
0
周
年

次
の
10
年
に
む
け
て
の
選
択
と
発
信

か
つ
て
海
外
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
で
黎
明

期
を
創
り
上
げ
て
き
た
日
本
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
、
1
0
0

周
年
記
念
事
業
を
き
っ
か
け
に
継
続
的
な
海
外
へ

の
支
援
を
選
択
し
た
当
時
の
会
員
の
方
々
の
英
断

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
創
立

1
1
0
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
改
め
て
Y
W
C
A
の

理
念
を
根
幹
に
、
何
を
選
択
し
、
次
の
10
年
に
向

け
て
何
を
発
信
し
て
い
く
の
か
、
中
国
Y
W
C
A

の
決
断
力
、
行
動
力
か
ら
大
い
に
学
び
た
い
。

東
京
Y
W
C
A
幹
事　

土
岐
祥
子

東京ＹＷＣＡ・
100周年記念事業の結実
2004年、東京YWCAは、福祉専門職養成の
実績を活かして、中国ＹＷＣＡの高齢者介護事
業の職員養成への協力を開始。研修生の受け入れ
や中国での職員養成研修など、息の長い支援を続け
てきた。中国YWCAと共に歩んだ、この10年を振り返る。

支援とは何か？
長続きする

支援のために
必要なこと

腕の清拭を学ぶ研修生（2008年杭州）

板橋センターを見学する中国YWCA視察団（2014年東京）

こ
と
が
で
き
る
。
出
村
さ
ん
は
、
被
災
者
の
た
め

の
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
福
島
の
人
々
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
ん
で
、
支
援
者
と
被
支
援
者
の

関
係
に
つ
い
て
、
本
質
を
見
失
う
危
惧
を
感
じ
た

そ
う
だ
。
人
間
は
、
自
分
自
身
で
考
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
的
な
支
援
は
、
そ
の
芽
を
摘
み
か
ね
な
い
。
脳

は
、
慣
れ
て
く
る
と
依
存
す
る
も
の
。「
依
存
す

る
」
こ
と
と
「
休
む
」
こ
と
は
別
で
あ
る
。
次
の

ス
テ
ッ
プ
の
た
め
に
「
休
む
」
こ
と
は
必
要
だ
。

し
か
し
、
自
分
で
歩
む
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
楽
で
心
地
よ
い
状
態
に
慣
れ
す
ぎ
る
と

「
依
存
」
が
生
じ
て
く
る
。

他
方
で
、
支
援
す
る
側
は
、
自
分
の
や
っ
て
い

る
こ
と
は
役
に
立
っ
て
い
る
、
こ
れ
で
い
い
、
と

思
っ
て
し
ま
う
。「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ

る
こ
と
で
、
自
己
陶
酔
に
も
陥
り
か
ね
な
い
。
さ

ら
に
、
相
手
の
役
に
立
ち
た
い
あ
ま
り
、
弱
み
を

見
せ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ

て
強
が
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
弱
み
を
見
せ
ら

れ
な
い
人
が
、
他
者
を
ケ
ア
す
る
の
は
と
て
も
難

し
い
。
お
互
い
に
人
間
で
あ
り
、
共
に
悩
ん
で
共

に
生
き
て
い
る
。
人
間
関
係
に
一
方
的
な
関
係
は

あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
経
過
し
、

支
援
す
る
側
の
疲
弊
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

被
災
者
を
支
え
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

「
カ
ー
ロ
ふ
く
し
ま
」
で
は
、
看
護
の
専
門
家
で
あ
り
、

支
援
活
動
の
心
の
問
題
に
詳
し
い
出
村
由
利
子
さ
ん
を
招
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
の
あ
り
方
を
伺
っ
た
。

相
手
の
た
め
の
支
援
と
は
―
―
そ
の
本
質
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

出村由利子さんのお話会より
      ＠ＹＷＣＡ活動スペース
         「カーロふくしま」
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